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M.M.ドブロトゥヴォールスキーの

アイヌ語・ロシア語辞典

(カザン，1875年)

M.M.ドブロトゥヴォールスキー著

寺 田 吉 孝訳

安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は， (G）の残りの部分と， (D）， (Ye）， (Zh）， (Z）と (I）の一部分

である。 (D）， (Ye）， (Zh）と (Z）はアイヌ語にとって珍しい音であるので，この音で始

まる単語はほとんど出現しない。当然ながら，M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロ

シア語辞典にも (D）， (Ye）， (Zh）と (Z）で始まる単語はほとんど掲載されていない。

(D）と (Ye）で始まる単語に関しては，原文の中に，それぞれ (T）および (E）で始ま

る単語を参照するように指示があるが，その部分の翻訳に関しては，しばらくお待ちいただきた

い。

（寺田吉孝 記)
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Gyempakiu. Kl.Kam. いくつ．

Gyem-gaunu. Kl.Kam. 黙っている．

Gyenbara. Mos. (あるいは gyembara），ある時，かつて．（ヘンバラ）．

― ta. Mos. 先年，以前，ある時，かつて．

― tari. Mos. どんな時でも，いつも，しばしば，何回も．

Gyenga (henga). Kl.Kam. なぜ，何のために，何の必要があって．

Gyengye. Mos. 父方の出

Gyenyetofuki. Mos. 屋根の後ろの部分．

Gyenne. Mos. ～ではない（もったいぶって，力強く，mit Nach-druck）．

― nepka. Mos. そのすぐ後，しばらくすると．

― nep. Mos. そのすぐ後．

― shiromano. Mosiv. 住んでいない，生きていない．― shiromano okaj kyekyesi  na
 

shan-ta，彼はここには住んでいない，彼には残るようにという辞令がまだ出ていなかったの

だ．

Gyensye (henseh). Kl.Kam. 息切れ．

Gyen’ki. (名）祖父．（同）ekas’.

Gye-ne. Mos.（あるいは pye-ne）， 初めに疑い，その後に明確さを表す小詞（⇨ gyeおよび

ne），疑問と同時に確定の小詞．

Gyeo. Mos. 浮かび上がる（魚について）．

Gyeoshi. Mos. 呼吸．

Gyepyen’ki （動）育てる． ― kotan，故郷．Toma― ka，ジャガイモを植える． ⇨ sikakh

および sikakhte.

Gyepirasa.

Gyepisyo trajsye. (動）脇へ押しやる（壁からテーブルを）．（反）kotyeski.

Gyepita. (動）（花が）開く（porokutu ―）．（同）gyepirasa.

Gyepitakhni, kaama「（冬季以外の期間の）クロテンを捕るための猟具」の杭（川の両側の）

Gyeraakhchikanye (gyerakhchikanye).

Gyerakyetsu. Mos. 股引．

Gyeraskanye. （形）裸の，むきだしの．（同）gyerakhchikanye, gyerukanye, otunaj.

Gyeryekusi. Mos. タラ．

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑴ 藻汐草のことか？
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Gyeriats. Mos. (ヘリアツ），輝き，光；輝いている．

Gyeriko-situriri. (動）伸びる，曲がった状態からまっすぐになる．（同）yajoka.

Gyeroki. Mos. ニシン（複数），ニシン（単数）．

Gyeron-guru. Mos. 貧乏人．Pf.貧しい人．

Gyerujyevoa. Kl.Kam. 病気．

Gyerukajnye-yajkara. (動）丸裸になる．

Gyerukanye. (形）裸の，丸出しの．

Gyerupokhte-majminye, 髪の毛で顔を覆った娘（はにかんで）．

Gye-sye. Mos. 確定の意味の助辞．Atuj gye-sye ne，この海，この海，これは確かにその海だ，

⇨ sye.

Gyesi. Mos. 北洋．

Gyesiru-utarye. Mos. 医者およびまじない師

Gyesita Mos. (あるいは kyesita），～の上に，～（上）に（前置詞）．

Gyeta. Mos. 犬．

Gyetanyeあるいは gyetani.

― sirajye, (動）脇へ寄る．

― chakhsyeka, (動）脇へ押しやる（自分の方から）．

Gyetari-araka. (名）刺すような痛み（胸の）．

Gyetakhtaku. Imı―， 頭からくるまる（寝床で）．

Gyetokh.

― sirajye 脇の方に寄る．Gyetokh sitrajye kanye a! 脇に寄れ!

― trajye, 近づける，（自分の方に）少し動かす．

― chakhsyeka, 近づける（自分の方に）．

Gyetuku. (動）育つ， Mos. 生きる，生きている，生む．

Gyetesu. (動）勃起する（ペニスについて），下げる（かんぬきを開けるために，扉の把手を），

⇨ Orıkitari.

Gyeuye. Mos.（あるいは kye），外観，様子（あるいは gye）．

Gyeukye, 曲がった．

― tryera, 北東の風（チェプフナイ（Chyepukhnaj, ）では，koj an）．

Gyetsirye (khyetsirye). (動）遊ぶ，楽器を演奏する．（名）遊び．

Gyeshi. Dav. 小さい湖．Lang.S.Sakh. 湖．
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Gyeyupu. (形）曳き綱（犬ぞりの）を上手く引く～．

― syeta, 曳き綱を上手く引く犬．

Gi. Lapyer. はい，そう．

Gi. Mos. ⇨ kye Giあるいは ki ― 複合語のために使われる小詞．

Gia (hya). Lapyer. ない，～ではない．

Gigaj. Mos. 老いた，高齢の，他に gyekaj.

Gigatsi (gyekatsi). Mos. 若い，若年の．

Gigats. Mos. 若い．

Gida. Mos. 犬，他に gyeta.

Giyerashchinam. Lapyer. その上で座ったり寝たりする大きくて丈夫な莚（むしろ）．

Gilyamı. (地）北サハリンの西岸およびモング（Mongu, ）南方のアムール川下流に住む

ギリヤークの部族．

Gimparakanye (khimparakanye), いつ？ もうすぐか？ ― pirika va? あるいは ― piri-

ka kusukara khyetanyea? すぐに良くなるだろうか？ すぐに治るだろうか？（傷につい

て）．

Gımpakhnu (gımpakhu, gımpakh). (副）どれほど．Khimpakhu an? いくつある？

Gımpakh (副）どれほど．

― pa? 歳はいくつだ？

Ginnyeあるいは kinnye. Mos. コンパス（ein Zirkel）．

Gippari. Brot. Lang.Mats. 熊．

Gitoku Mos. 生きる，生む，他に gidokuあるいは gyetuku.

Gishiuj. Mos. (ヒシユイ），眠る，就寝する，横になる，呼吸．

Gmachi. Kl.Kam. Lang.Kur. 妻．

Gniti. Kl.Sakh. ガチョウ．

Go. １．20（gokh）．２．なに？ え! Ajno!― Go? おい，おまえ!― なんだ？

Go. Mos. 小詞，意味については，⇨ ko.

Goakyes’ (名）扉の側（アイヌの住居で），他に akyes’.

Gobichinasa,あるいは khobichinasa. (副）しゃがんで（あいさつを交わすために）．

Gobunba Mos. 出現する，立ち上がる，（眠りから）さめる（⇨ ba），突然出現する，現れる．

Gobuniあるいは gobun. Mos. 立ち上がる，出現する（とくに，一人の人について），現れる．
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Gobu-shiutsubye. Mos. ビーバー．

Govpa. (動）置いていく，もって行かない（たとえば，パイプを）．

― oman, 取らずに残した．

Gogambaあるいは gokamba. Mos. 純朴な，率直な．

Gogyeura. Kl.Kam. 泡．

Gogu. Mos. 夫（Mann）．夫，妻帯者，gokuとも言う．

Go-dyeryekye-rye-rikop. Mos. 火星．

Gojye. (名）情事の誘い，性交についての会話．

Gojno (gojnu). Mos. クロテン，テン．

Gojnu. Mos. テンに似た小さな獣の名，クロテン．

Gokamba. Mos. 腹を立てていない（批判していない），怒っていない．

Gokari. (動）繰り返す．

Gokaris’ponye. (副）繰り返して，何回も．

― iku, 繰り返し飲む（一回ではなく）．

― ichakas’no, 繰り返し学ぶ．

Gokaturu (hocatourou). Lapyer. 海獣の皮で作った小舟．

Gokakhte. (名）男性の名．

Gokye-kanye. Mos. 両手かんな，かんな．

Goki (gahky). Kl.Kam. 兄弟．

Gokiru-kiru. (動）揺れる，あっちへ向いたりこっちへ向いたりする（舟について）．

Goki-shyei. Mos. 貝の名（日本語の fokkiから）．

Gokkaj Mos. (ホツカイ），脚付きの容器（日本語の fokaj（ホカイ）から）．

Gokkye. Mos. (ホツケ），横たわる，とくにうつぶせに．

Gokkiurye. Mos. 鳥の名．

Gokoro. (動）火に（薪を）足す． Ni―.

Goku. Mos. 夫（Mann），妻帯者．― shak Mos. 夫のいない， ⇨ gogu

― shaku. Mos. 未亡人．

Gokunkye, 跪いて．

― etaras’, 跪く．

Gokura. Mos. 可能法の形で，急いで～する，急ぐ．

Gokurye. Mos. 大慌て，大急ぎの，せかせかした，急ぐ．

Gokusi. Mos. 魚の名．
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Gokus’. (動）落ちる，倒れる．Tokhkoryu gogus’chiki kutakhkye an，びんが倒れると，中身が

こぼれる．（同）khatsirye.

Gokus’te, (動）死ぬ，永眠する．Pt. 積む．

Gokuyuk. Mos. 熊．他に goguyukuあるいは gokuyuku..

Gokuyup. Mos. 熊．

Gol’da. (名）（地）沿海州のハバロフカ（Khabarovka, ）とソフィスク（Sofijsk,

i ）の間に主に住むギリヤークの一部族．

Golya. (地）アムール川河口の北方タタール海峡の沿岸に住むギリヤークの一部族．

Goma. (名）１．カニや魚の卵（ニシンを除く） ２．（宗教上・道徳上の）罪（⇨ khoma）

Mos. 魚の卵． Lang.Kur. Kl.Kam. （水棲動物の）卵．

Gomaka. Mos. gomakanoとも言う，去る，遠ざかる．

Gomakayaya. (動）後ずさりする（たとえば，熊と出くわして）．（同）goroko-maka-makan.

Gomakov. (名）西，陸側（チェプフナイ（Chyepukhnaj, ）にとって）， ⇨ atujka
 

utorova.

― san, 西風（チェプフナイでは koj isyam）．

― tryera, チェプフナイにとって陸風． Gomakov tpyera anchiki chyeb kojki as’kaj, koj
 

isyam, 陸風のときは，寄せ波がなくて魚を獲ることができる．

Gomanno. Mos. 遠方にいる，遠く離れている．

Gomao (名）本来のものではない男性の名 （本名は Maurokari）．

Gomaporo 鼻面の短いカラフトマス；ニシンの後，本当のカラフトマスより早くやって来る．

（同）itsyanoj.

Gomarunobo. Mos. 遠く，遠く離れて．

Gomyetsiri. Mos. 鳥の名．

Gompus’（⇨ khomnus’） ― pita, 結び目を解く．

Gompus’ekara. (動）結び目を結ぶ．

Gomuni. Mos. ピスタチオの木．

Gonye (ganah). Kl.Kam. 鉄．

Goni (khoni, gon). (名）動物の腹，人の腹．

― ueni-furyepp. Mos. イチゴ類の名

Gonivye (khonivye), 櫂（かい）． Goniuye. Kl.Kam. 櫂． Mos. 枷（かせ）．

⑵ 准医師プトゥシキン（Putushikin, ）のこと。拙訳「アイヌ語・ロシア語辞典⑵」，『北海学園大

学学園論集』第85号，1995年，p.62参照。

⑶ 不明
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Gonikarıs’. (名）サケの皮でできている犬ぞりの御者の衣服（腰から膝までの）

Gonisis’(khonisis’). (形）満腹している，満腹．

Gonojye. (動）かかとで掘る（海底を）（mokomaj「食用の貝」を獲るために）．

Gonto. (名）針穴（針の）．Kyem―

Gontomo. Mos. 半分だけ，半分の，半分．

― ikashima tu tem (temu). Mos. 2.5サージェン．

Gontrakisara. (名）腹ばいになった人の胸や（より前の方）腹の近くの側面， ⇨ pusoj.

Gon. Lapyer. (hone），人の腹，動物の腹．

― dajsiden, 日本軍の４番目の階級（二等大尉），日本語の単語．

― kangi,あるいは gon-kandzi,あるいは gon-khangan,６番目の日本の軍の階級（少佐），日本

語

― sosiden, 日本軍の２番目の階級（少尉），日本語の単語．

Goomapp. Mos. いわゆる雌のアザラシの腎臓，海産物．

Gopan. (動）入る，立ち寄る（家に）．

Gorasni. (名）短く太い丸太（森の中の倒れた木），倒木．

Gorakh. (動）根こそぎにする，切り倒す，落とす． Ni ― （風が）木々をなぎ倒す．Pu ―，

tishye ― (風が）納屋，家を吹き倒した．

Gorakhpuni. (地）カルサコフ（Karsakov, ）哨所の東方33露里にあるアイヌの村．

Gorakhte. (動）切り倒す，押し倒す（ni ― 木を切り倒す）．（同）ni-kharye.

Gorats. Mos. (ホラツ），斜めの，一方に傾いた．

Goryepunu. (名）風の名（トブチ（Tobuchi, ）にとっては寄せ波をともなう），東風（チェ

プフナイ（Chyepukhnaj, ）では koj poro）．

Goryeupa-ryeupa.

Gorıki rajpa. (動）衣服を下から折り曲げる，裾をつまみ上げる．

Goriko. (副）上方へ．

― trakhkiryekhchı, 上に掛けた．Gorikorakhkye kano an, 吊ってあった，吊ってあるのを見

た．

Gorikotaj. (形）上の（tsyaps’「唇」）．
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Gorisye. Mos. 腐っている，朽ちる，悪臭を放つ．

Gorki (harky). Kl.Kam. 左へ．

Gorokakyesuf. (名）（足の）かかと，kyesufとも言う．

Gorokamakam-makam, より正しくは，goroka-makan-ma-kan.（動）後ずさりする．

Gorokayama. (名）女性の名（Irurukaramaとも言う）；後者は子供の名であるが，本来の名と等

しくなった．

Gorokyeo (khorokyeo). (名）オオカミ．Makhnye―，雌オオカミ．Pon―，オオカミの子．

Goroko.

― inkara, 振り返る，後ろを見る．（同）soka ınkara.

― kej. (名）斧の背．

― kyejgye, 背（斧の）．

― maka makan, 省略形では，gomakayaya, 後ずさりする（たとえば，熊と出くわして）．

― otokomniv-poni. Pt. かかとの骨．

― otokhso. (名）後頭部．

Goronnye. (名）扉の反対側（ユルタにおいて）．（同）ruruvso.

Gorootaj (khorootaj). (形）下の（tsyapus’「唇」）．

Gorookh. (名）床，地面．（同）siri-kata.

― orova. 床から，地面から（たとえば，拾う）．

Gropsi. Brot. Kl.Mats. 飲む．

Gorokhsye.

― ekaraani ipyeajnu, 日本人のように，口に食べ物を入れてちびちび（酒を）飲みながら食

べている，igorokhsye ekara ani ipye ajnuとも言う．

Goruka. Mos. 見送る；一直線に，まっすぐに．

Gorutsiri. Mos. 鳥の名．

Gosi. Mos. 箒（ほうき），（小枝を束ねた）箒．

Goski. (形）以前の，過ぎ去った．Goski an ukuran, 昨夜．Etim. gos-ki (os-ki),後にする，

他の人を後にしている．

― kanye! 前の方へお願いします! 初めに（初めから）お願いします!

― kanye ku kanye! まず飲め! 先に飲んで下さい!

Goskino. (副）まず，初めに．

Goskiram. (名）長兄．（同）yupi.

⑷ （語源，語源学）のことか？
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Gosujye. (動）（嚙み癖のある犬の方へ）振り向く，（熊が）振り向く．（道中で，人が）戻る

Gotobo. Mos. 帰る，帰途につく．

Gotokonkoro. (名）長い渦巻き模様のある貝．

Gottakka. Mos. (ゴタツカ），付け加える，追加する，貼り付ける，塗る（漆を），漆喰を塗る（壁

に）．

Gotuvsye. (動）引きずる．（同）nımpa.

Gotui. Pf. 呼ぶ．Gotuj. Mos. 呼ぶ，呼び寄せる．

Gotuyas’ka. (名）魚の何らかの内臓（脾臓か？）．

Got. Lang.Kur. 20.

Gokh (go), 20.

Gokhkye (gokhki, khokhkye). (動）横たわっている．

― ani iku 横になって，たばこを吸う．（同）eamakhpa iku.

Gokhnye. (数）20（名詞とともに）．Snye gokhnye to, tu gokhnye to, 20日，40日．

Gotsı, 20（日本語表現）．

Gots. Mos. 20. Gots rankye shnye-sikye-ano pishkyeva asiki ikashima shnye vanye gots an,

20ずつまとめて数えると，205になる．

Gochon. (名）マガモ属の水鳥（黒い川のカモ）．

Goshibi. Mos. 帰る，gosibi（ホシビ）とも言う．

― riあるいは gosibiri. Mos. 帰らせる，返す，戻す．

Goshibiri. Mos. 帰る．Ajno shnyenin maban nobori kashkye ta rikin orovano goshibiri shiri

一人のアイヌがその山に登って，帰ってきた．

Goshkye. Mos. かつて，そのすぐ前の，以前，あらかじめ．

― no. Mos. 以前，かつて．

― numani. Mos. 一昨日（あるいは goshkye-onu-mani, goshki-numaniとも言う）．

― numani itokota. Mos. 一昨日．

― oman. Mos. 前方に行く，先行する．

― onumani. Mos. 最近，ついこないだ．

― shakinye. Mos. 一昨年，２年前，他に goshki-sakini.

― shakinye itokota. Mos. ３年前（goshkye-numani-itokotaと同じように作られた語）．
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Goshki. Mos. 以前には，かつて，前もって．

― nu. Mos. 以前には，かつて．

― no, Mos. 以前には，かつて．

Goyubu. Mos. (あるいは goyupu），走る，すぐに行く，走り去る．

― oman. Mos. 走り去る，すばやく去る．

Goyupfu, goyupfあるいは goyup. Mos. 走る．

Goyuru. Mos. 生きる，生きている．

Goyajki. (動）（こすれて）少し傷がつく（sıpuj piru）．

Goyanki,あるいは khoyanki. (地）マヌヤ（Manuya, ）の北方30露里の所にあるアイヌ

と日本人の村．

Gpa. Lang.Kur. Kl.Kam. Bal.K.-Kur. 頭．

Gpaku. Kl.Kam. 頭．

Grupnajnu. Lang.Kur. Kl.Kam. Bal.K.-Kur. 父．

Grupnichimat. Kl.Kam. Lang.Kur. Bal.K.-Kur. 母．

Gsap. Lang.Kur. Kl.Kam. 耳．

Gtyenguvo. Kl.Kam. ののしる．

Gtujskyeros. Kl.Kam. 満腹している．

Gu (khu). (形）生の（食べ物について），緑の（夏の葉っぱについて）．Gu mun, khu ki（生

の，乾燥していない草）；小詞（⇨ ga）．

― turyep, ツルコケモモ（？）；その汁で熊に掛ける帯を染める．

Gu. Mos. 弓（日本語で，it-tsio-kiu,,中国語からの借用）．Fyur.

― ka. Mos. 弓の弦（字義通りは：弓の撚りひも）．

Guaka. Lap. ない，これはありえない，私はできない，あるいは，私はしたくない．

Guan. Mos. 整える，まっすぐにする，平らにする．

Guvkara. (名）森．（同）nıtun, yama.

― osanye kotan, 森の近くにある村．

― sakı. (名）草地，森のないところ．（同）kınufka.

― khokuj, (名）山火事．

Guvpye (khuvpye). (名）おでき，はれもの．

Gugu. Mos. 夫（Mann）．

Guguyupf. Mos. 熊．

Guyeng. Kl.Kam. 邪悪な．

Guyendakh. Kl.Kam. どこへ．
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Guyen (huen). Kl.Kam. 病気．

Guj. (名）肝臓，むくみ（gufの代わりに）．

Guj Mos. カラマツ．

Gujdada. Kl.Kam. どこにも（～ない）．

Gujno. Mos. クロテン．

Gujo. (名）サハリン島南部にいるで夜の鳥（フクロウ）；guj gujと鳴く．（同）guruftsikoj.

Gujto. Mos. ガチョウ（単数），ガン（単数）．

Gujtopp. Mos. ガン（単数），あるいはガンの種に属する鳥．

Guitu. Dav. ガチョウ（複数）． Gujtu. Lang. S. Sakh. ガチョウ（単数）． Mos. ガン

（単数）．

Gujya (huja). Kl.Kam. どこに．

Guka-shinkop. Mos. 弓弦の外側の先．

Gumbyeonajpu. (地 Shm.）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan, ）の南方にある

川と岬．

Gumki.

Gumsye. (名）フクロウ．（同）pisyechiri.

― khkina. (名）熊が食べる草；その花は koro-kakhkumと呼ばれる．

Gum (khum), 騒音，口笛，かさかさいう音，音，雷鳴．

Gunaddikkiye (hunaddikkyah). Kl.Kam. どちらの～．

Gunad (hunad). Kl.Kam. 誰．

Gunana(khunana). (動）探す，探し出す，取る，引き抜く（キノコ，根を）．（同）Gunara ⇨

khunara. Gunana kusu oman, 探しに行った．

Gunba. (地 Shm.）マクン・コタン（Makun-kotan, ）北方のフイリアザラシを獲

るための村（パブロヴィッチ（Pavlovich, ）では Gunu）．

Guni. Mos. 腰．（動）（あるいは khuni），（ワシミミズクが）鳴き立てる．

Guni. Mos. ～とともに，～ということ，なぜなら～だから． Pirika guni. Mos. これは良

いということ．「～になる」，「関係がある」を意味する小詞（das Werden oder Betroffenwer-

den）；関係，所属，時に類似も意味する；文末の小詞として置かれたり，動詞と他の小詞の

間に置かれたりする．Iritaku tushi anukoyubu ki-guni-kushiu，なぜならば，彼らは親戚関

係を結びたがっているので， ⇨ oman-guni khimakari.

Gunip. Mos. 関係のある物（eine Betroffene Sache），検討されている物を意味する小詞．
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Gunisi. Mos. 射る際に上に向けられる弓の部分．

Gunta. (名）吊り下がった銘，（薬の）用法注意のラベル，日本語の単語．

Guntura-ipye. (動）ちびちび（酒を）飲みながら食べる（日本語およびギリヤーク語で）．（同）

gorokhsye ekara ani ipye.

Gunu. (地）マヌヤ（Manuya, ）の北方42露里の所にある小川とアイヌの村．

Gura,あるいは khura. （名）匂い．（動）匂う． ― yufkye, （悪い）強い匂い．Kl.Kam.(hurah)，

（良い）匂い．

Guratpye (hurathpeh). Kl.Kam. すっぱい．

Gurye-ganye. Kl.Kam. (hurah-gahnahすなわち roth Eisen），蜂蜜．

Guryeottsi. (地）クスナイ（Kusnaj, ）の北方103.5露里の所にある村．

Guryep. Kl.Kam. Lang.Kur. 赤い．

Guryekhnye. (動）死にかけている（熊についてだけ）．

Guri. Mos. 影．Kamoj guri anats chokaj chasi-chasi kambara ko-u-ekara ba, ドラゴンの影

がわれわれの町から自分のほうへ外の町を引き寄せている．

Gurr. Fyur. 人．

Guru. (名）蘆（あし），葦（よし）．Dav. guru, 人．Kl.Sakh. Lang.S.Sakh. Guru. 人．

Mos. guru, 人，顔，人物（主に複合語で使われる）．

Guruftsikoj. (名）フクロウ．（同）gujo.

Gusye (khusye). (動）口笛を吹く（人について）．

― kina, 草（その花は koro-kakh-kumと呼ばれる；熊が好んで食べる）．

Gusinye（ゲシ子 ）． Mos. ～なので，～ように，～とき．

Gusi-taあるいは gusi-tan.. Mos. ～なので，～ように，～とき．

Gus’ko.

Gutunki. Mos. 演奏する（楽器を）．

Gutunnye. Mos. 石の山（複数）．

Guu. Dav. 弓．Guu. Kl.Sakh. 弓（狩猟用の）．

Gufnye (khufnye). (形）狭い，（袖が）窮屈な．

― tombu（あるいは khatsiko tombu），営倉，留置所，監獄（日本人のところで，犯罪者や狂人

用）．

⑸ 原文のまま。「グシ子」とするべきところだろう。
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Gufte. (名）（針葉樹の）針葉，トドマツで作ったほうき．

― koro ni, 針葉樹．

Guf (khuf). (名）炎症性の腫瘍．

Gutsi-ashkaj. Mos. (グチアシカイ），大きな声をもっている，大きな声で叫ぶ．

Gucha. Mos. (グチヤ），家．

Gushi. Mos. ～なので，～なのに（kushiとも言う，おそらく kushuとの違いはない，責務や義

務の付随的な概念が付け加えられるということになろうが）， ⇨ kushi，gusiとも言う，

（弓の）円弧の真ん中（グシ）．

(D）．
．アイヌ語の字母の５番目の文字．

Da. Mos. ⇨ ta..

Daanta. Kl.Kam. そこに．

Dagni (dah’nyh). Kl.Kam. 白樺．

Dajzindまたは dajnango, 日本の軍の10番目の階級（中将），日本語の単語．

Dajsiden, 日本の軍の５番目 の階級（大尉)．

Dannye. Kl.Kam. 今は．

Dan-ermu（dahn armuhすなわち lange Maus）． Kl.Kam. オコジョ．

Data. Kl.Kam. ここに．

Dye. Mos. ⇨ te.

Dyeba. Mos. ワタ（植物の），草のワタ（gossypium herbaceum）．

Dyedari. Mos. ― shiuma. Mos. 白い石，チョーク．

Dyekmu. Kl.Kam. 手の親指．

Dyeksto. Kl.Kam. 拳（こぶし）．

Dyekumsye. Kl.Kam. 肘．

Dyek. Lang.Kur. Kl.Kam. Bal. K.-Kur. 手．

Dyeryekye. Mos. 飛び跳ねる，跳ぶ． tyeryekyeとも言う．

― ibye. Mos. ヒキガエル，字義通りは：「飛び跳ねる魚」．

― tsironnop. Mos. ネズミイルカ（魚），字義通りは：飛び跳ねる狐．

Dyetara. Lang.Kur. 白い． Dyetaru. Mos. 白い．

⑹ 「下から５番目」の意味。

M.M.ドブロトゥ
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Dyetatsiri. Mos. 白鳥，tyedatsiriとも言う（tyetaru-tsiri，「白い鳥」の代わりに）．

Dzhoo. Dav. 城（「日本人が呼ぶのと全く同じように」）．

Dzikan. (名）日本軍の８番目階級（陸軍大佐），日本語の単語．

Di. Mos. ⇨ te.

Dida. Lang.Mats. 風．

Didari. Dav. ― shiuma. Mos. 白い石，チョーク， ⇨ tyetara-suma.

― shuma. Dav. チョーク．

Dikkup. Kl.Kam. 翼．

Dirra. Lang.S.Sakh. 風．

Do. Mos. 日． Tan ―，今日． Kl.Kam. （do），胸，乳房（？）． Bal. K.-Kur. Kl.

Kam.(doh)，日．

Doj. Lang.Kur. Kl.Kam. 粘土．

Dokdok. Kl.Kam. シラミ．

Dononoski. Kl.Kam. 正午．

Donota. Kl.Kam. トナカイ．

Donu. Kl.Kam. 裁判官（判定者）

Dopye. Lang.Kur. 牛乳．

Dorar. Kl.Kam. 革紐，輪．

Doro. (地）北サハリンのトモ（Tomo, ）川の河口からテェルペーニイェ（Tyer-

pyeniye, ）湾までのオホーツク海東岸に住むギルヤークの一部族（ロシア人の間で

はトゥロ・ギリャーキ（Tro-Gilyaki, ）と呼ばれている）

Dosi. (名）軍曹（日本人の以前の階級ではこのように呼ばれていたが，今は sıbbu）．

Dou. Mos. 賛美，激賞．

Doupakno (daupakno). Kl.Kam. ～だけ．

Duampichi. Lang.Kur. 20.

Dugot (duhoth). Lang.Kur. 40.

Duj. (地）サハリン島のホイントゥシュ（Khojndshu, ）湾（de la Jonquuere湾の隣）

にあるギリヤークの村とロシアの哨所；岬（シュレンク（Shryenk, ）によるとドゥー

イ（Dui, ））．北緯50度49分56秒．

Dumanvoa. Kl.Kam. たくさん．

Dunnye (dunneh) Kl.Kam. 怠惰．

Dupis (duhpyhs). Lang.Kur. Kl.Kam. Bal. K.-Kur. 8.

Dupk. Bal. K.-Kur. 2. Kl.Kam. ― Dup (duph). Lang.Kur. 2.
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Dup-ikasmaua. Lang.Kur. 12.

Dusujtrye (dusuitreh). Klapr.Kam. 二度．

Dsho (dsho). Mos. 城（日本語の zioから），dzio（ヂヨー）とも言う，日本語ではシヨウ ．

(Ye）．
．アイヌ語の字母の６番目の文字．

Yea siana. Kr. お前は立っている．

Yea sianua. Kr. 彼は立っている．

Yezo. (地）Kr. １．マトゥマイ（Matmaj, ）島（マツマイ（Matsmaj, ）．

２．イトゥルプ（Iturupu, ）（イトゥルプ（Iturup, ）），ウルプ（Urup, ），

クナシル（Kunashir, ）およびマツマイ（Matsmaj, ）の住人．

Yeinkyech-roski-yeirana. Kr. お前たち（あなた）は立っている．

Yeın-kinkarua. Kr. （私には）見えない．

Yeın-kitokrosiva. Kr. 黙れ．

Yeın-kmukarua. Kr. （私は）眠っていない．

Yekadzi. Pal. 男の子．

Yekuroko. Kr. 黒い．

Yenokaua. Kr. 後へ．

Yenumitannye. Kr. スイカズラ．

Yenumukuta. Kr. 雌鳩．

Yepira. Kr. ナイフ．

Yeriupugye. Kr. ある魚（クリル諸島で）．

Yermu. Kr. Pal. ネズミ．

Yetaspye. Kr. トド（複数）．

Yetyekhan. Kr. 男性の名．

Yetu. Kr. Pal. 鼻．

Yetubirga. Kr. エトピリカ（鳥）．

Yechkumamaj. Kr. ツルコケモモ（empetrum），ガンコウラン，ツルコケモモ（ベリー）．

Yechkumamuye. Kr. シギ（複数）（鳥）．

(Zh）．
．アイヌ語の字母の７番目の文字．

・ロシア語辞典

⑺ 原文のまま
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(Z）．

．アイヌ語の字母にこの文字はない．

Zaagshyem. Kr. 女性の名．

Zajbuni. Mos. 商船（日本語の zajbunyeから），字義通りは，商品の船．

(I）．

．アイヌ語の字母の８番目の文字．

I. Mos. お前， ― あの，この，彼（ほぼ冠詞のような意味を持ち，注意を喚起するための小

詞）．I-akine-guru，あの弟，この弟． ― 動詞の前でその意味を強める（方言では，eも同

様に）．行為を意味する終末の小詞．動詞の基本形あるいは動詞の小詞 と結びついて，意味

を強める働きをする．Ikashi ina-u-nits koba-i otta，どこで彼らは先祖の折りたたまれた紙

を手に入れるのか．名詞の語末および neの前での使用は， ⇨ e. ― 語調を合わせるた

めの小詞． ― Rıs’ta-i-ki，（鳥が）飛び立った．

I-i. Mos. 小詞，意味については， ⇨ i-e.

I-i ekaraka Mos. 着く（場所に），他に anekaraka.

I-inaukupye. Mos. 大声で祈る，呼ぶ．

I-itaki. Mos. 言う，依頼をする，通知する，報告する（Niedrigkeitszeitwortとして）．

I-karaku ne guru. Mos. この甥，あの甥．

I-ki. Mos. あるいは i ki-ya. Mos. この，あるいは，あの． ― utarye，この仲間．

I-ki ya an. Mos. どちらの～？ どんな～？ どのような～？

I-koraki ne guru po. Mos. あるいは i-koro，お前，彼，（丁寧語），i ― 「お前」，および koro

― 「所有する，取る」；お前の，彼の，お前たち（あなた），お前たちの（あなたの）． ―

kotan．お前の，あるいは，お前たち（あなた）の土地．

⑻ 原文のまま。語尾のことか？

⑼ 「イナウ」のことか？
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